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UH5200/5210
新型 日立分光光度計

使いやすさと信頼性を追求した
ダブルビーム分光光度計が新発売されました。

▶大型カラー LCDによる高視認性＊1

▶キーパッドによる安心入力＊1

▶スタンドアロン制御＊1とPC制御＊2

▶従来機U-2900/2910との試料室の互換性確保

用途に応じて選べる操作方法
スタンドアロン制御＊1 UV Solutions PlusによるPC制御＊2

メニュー画面 条件設定画面

従来機U-2900の画面構成を踏襲することで慣れた操作性はそのままに、
新規グラフィックデザインで視認性を向上しました。 UV Solutions Plusでは、データリストやデータ処理結果

の表形式表示機能、レポートレイアウト機能、性能確認機能
などを充実させました。＊1　UH5200のみ

＊2　UH5200はオプションのUV Solutions PlusソフトウェアにてPC制御が可能となります（USBケーブル含む）

※本体価格に制御用PCおよび据付調整費は含まれません。

UH5210 PC制御モデル

本体価格 ￥1,210,000（税別）

UH5200
スタンドアロン制御モデル＊2スタンドアロン制御モデル＊2

本体価格 ￥1,480,000（税別）本体価格 ￥1,480,000（税別）

ダブルビーム分光光度計

UH5200/UH5210



視認性の向上と安心の操作性

ダブルビームによる安定した光学系

大型カラーLCDによる高視認性とキーパッドによる安心入力＊1

スタンドアロン制御でバーコードリーダーに対応＊1＊2

なじみのある従来機
U-2900の操作性を
踏襲しました。

USBポートから外部入力デバイス＊2（バーコードリーダー・キーボー
ド）の接続が可能です。バーコードリーダーにより試料名の登録が省
力化されます。USBメモリ＊2によるデータ保存にも対応しています。

UH5200/5210の光学系は、凹面回折格子モノクロメータとして
普及している瀬谷-波岡型モノクロメータを採用しています。
凹面回折格子は集光と分散の両方の働きを兼ね備えている
ためミラーの少ない光学系を作ることができます。分光光度
計では、使用するミラーの枚数が少なくなれば光量の損失が
減るとともに、光路が短くなり明るい光学系となります。日立
独自のルーリングエンジンによる回折格子製作技術により、収差
がなく明るい光学系が実現されます。
さらに、ハーフミラーで光路を2つに分け、光源を含めたエネルギー変化を補
正するダブルビーム光学系により、長時間の安定性が確保されます。
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電源

UH5200： 500（W）×572（D）×283（H） mm（LCD折りたたみ時）

UH5210： 500（W）×572（D）×242（H） mm（PC、プリンタ含まず）

UH5200： 31 kg ／ UH5210： 28 kg

100～ 240 V   50/60 Hz

＊1 UH5200のみ　＊2 お客さま準備品

＊3 コネクタなどの突起部を除く

＊このロゴマークは、株式会社日立ハイテクの日本およびその他の国における登録商標です。

●このカタログに掲載した製品は、改善のため外観または仕様の一部を予告なく変更することがあります。
●本カタログに記載のデータは測定例を示すもので、数値の保証をするものではありません。
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